




 八街市防災体制への私見 
八街自衛隊隊友会理事 内田 政三 

１、はじめに 
 国の南関東直下型地震の想定見直しから、約 40 年、この間、阪神淡路大震災、中越地震、

東日本大震災、熊本地震等々が起き、大損害を受けてきたのは、皆さんご存じの通りです。 
 私は、平成元年から平成４年まで自衛官として、陸上自衛隊下志津駐屯地に勤務してい

た際、南関東直下型地震を想定した災害派遣計画の見直しに携わりました。その時、自治

体（主として、千葉県）の防災体制の問題点の大きさに気づかされました。その後 
平成 5 年から、防衛研究所で、首都圏一都三県の地震、原発事故、テロ対策を研究に取り

組んでいたところ、阪神淡路大震災が発生したのです。いろいろ教訓が出ましたが、中で

も兵庫県の防災意識の低さ（備え、対処計画、能力向上施策）に被害を大きくした要因が

あったように思います。 
２．自治体の防災体制の考え方 
 自治体の長の最も大切な役割は、県民市民の生命財産を守ることです。日常平和時の営

みではもちろんのこと、いざという時こそ、大事な役割です。しかし、いざという時に対

応するためには、最悪の事態に備え、準備しておかなければ、何も出来ないということが、

表面化するわけです。これは、国の防衛も同じです。では、どうすれば、いいのでしょう

か。 
 まず、自分たちの周りで想定される事態を具体的に理解する。次いで、その状況の中で、

生命財産を守るためには、誰が、いつ、どこで、何をどうすれば被害を最小限に出来るの

かを、あぶり出し、自分たちで出来ることとできない事を区分し、出来る事は、ただちに、

出来ない事は、短期・中期・長期に分けて計画・実行していくしかないでしょう。 
３．八街市防災体制の現況認識 
 自治体の防災行動は、自助、共助、公助に区分されますが、それぞれの能力と連携の度

合いによって、結果は、大きく異なります。 
 八街市の場合、詳しくは把握してませんが、公助能力は、被害想定に対し、相当不足し

ていることが予想されます。共助能力は、どうでしょうか。これは、各区の自主防災組織

が機能しているかどうかで、決まります。私には、自主防災組織の立ち上げの動きすら、

見られません。従って共助能力は、ほぼゼロに近いのでは、ないでしょうか？ 
自助能力はどうでしょうか？各家庭・個人が、家庭内・近所の方々を助ける能力は・自信

は、どれだけあるのでしょうか？防災訓練の参加者比率等から見て、お世辞にも役に立つ

とは思えません。ということは、対応能力は期待できない。流れに任せざるを得ない状況

が容易に想像できると思います。これは、防災意識の欠如に起因すると考えられます。 
４．防災体制の充実強化 
 前項で私的認識を記述しましたが、この弱い態勢を充実強化するには、どうすれば、良

いのだろうか？これには、現況把握・分析から始め、問題点をあぶり出し、問題点の解決



策（防災意識の向上、自助能力向上、共助能力向上、公助能力向上）を明確化し、短期（1
年）、中期（3 年）長期（5 年）に区分計画し、実行し、成果の分析検討し、次期計画への

反映等々総合サイクル化してスパイラル的に向上させていくことが必要と思われる。もち

ろん予算的裏付けは、必要となります。 
５、自主防災組織の確立 
 防災体制の充実強化で記述したが、この中で、八街市として最も基礎になるのは、防災

意識の向上と自助・共助能力の向上であり、それなくして防災は、成り立たないと思われ

ます。 
（１） 防災意識の向上には、八街市の、各災害等の被害想定（ハザードマップ）を具体

的に各家庭の被害まで、ブレークダウンしたものを作成し、自分の家とまわりに

起こるであろう状況を漫画化、動画化し、子供でも、わかるような広報を実施し

なければなりません。これにより、より自分の身近なものとして意識させること

が出来ると思います。 
（２） 自主防災組織の確立と訓練 

ア、全員参加を基準とするが、災害弱者は、程度を考慮するも、不参加者には、

ペナルティを課す。 
イ、区単位もしくは 2~3 個区の合体による自主防災組織を条例化する。 
ウ、自主防災組織の主な役割は、消火・救急救護。患者搬送、給水・給食（配食）

宿泊（避難所）給電・冷暖房・衛生・物資配分・ボランティア対応等々です。 
エ、これらの役割に対応するグループ（10 名）編成 
エ、編成ごと個人訓練、グループ訓練、組織訓練と段階的に年 2 回を基準に実施

する。 
 （３）組織を運営するためには、ある程度の運営能力があるリーダーが必要です。 
      その候補としては、自衛官出身者が適していると思われます。最近国の制度

として、防災アドバイザー制度が出来たと聞いておりますが、この制度の活用

が、望ましいと思われます。必要な時は、八街自衛隊隊友会事務局に連絡くだ

さい。    
  
６、終わりに 
      私の過去の経験と研究、日ごろの八街市の活動を見聞して考えたその一端を

紹介し、市民の安全確保の一助になればと思い掲載させていただきました。未

確認の点、認識誤りの点もあろうかと思いますが、不十分さは、ご容赦をお願

いいたします。 
 


